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心の中におけるその知覚や思い出を対人関係の認知 と
い う。従って,自 己を含め家族 と学校の成員が不機嫌
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
であ った状況 の光景(scene)や記憶(memory)は,
人間関係 にお けるス トレス となる。
3.内 的行動 と しての内言 と大 脳左半球 の介在
　 耳で 聞き取 り得 る言 語的 コ ミュニケ ーシ ョンで ある
外言(overt　speech)は,大脳左半球 の言語入 力部 で
あるウエルニッケ領野(Wernicke's　area;Wernicke,1879
に入力 し知 覚 され る。 その情報 に対す る反応 ない しは
回答 は,同 じ く大脳左 半球 の言語 出力部 であ るブ ロー
カ領野(Broca's　area;Broca,1861)で用意 され る。
ブ ローカ の活動の ポテ ンシャル レベル があ る閾値 を超
す と,舌 ・顎 ・唇 ・歯 ・喉 など発話領域 を制御 してい
る神経一筋 回路(neuromuscular　circuit)の興奮 も閾
値 を越 して,他 の成員 が ウエル ニ ッケ領野 で知覚 でき
る外言 として返 答 され る こととな る(Figure　1参照)。
　 しか しなが ら,ブ ローカ の興奮 や発話領域 全体 の興
奮が閾値 を越 して いない場合や,外 言化 に対 して抑 制
がかか ってい る場合 には,残 存 してい る心 的興奮 は閉
回路 を構成 してい るウエル ニ ッケ領野 とブ ローカ領野
とのサ ブルーチ ンへ と戻 され,言 語活動 ではあ るけれ
ど も,他 者 の 耳 には 聞 こえ な い 「内 的 行 動(inner
behavior:McGuigan,1978)」の形 を構成 し,習 慣化
し,性 格 化す るこ ととな る。 これが後天 的な人 間関係
か ら形成 された"内 言(inner　speech)"である。なお,
後の 皿で述 べ る リラクセー シ ョン研究家 の実験心理 学
者Jacobson(1932)によれ ば,内 言 とい うこ とばは
Plato(BC　427-347)によって使わ れたが,約2000年
後 にJacobsonが"心的活動 の電気生理学"と して,イ
メージ(image)と舌ない しは下唇の電 気活動 として科




4.経 験 ・教育以前か らある生得的内言
　各成員は,受 精卵や胎児や新生児の段階か ら,外的
な後天的経験に先立ち,大脳左半球に生得的内的行動






説 く経験論 としての"心 は,何 も書かれていない板で
ある"とする主張は正しくないのである(三谷,2003)。
"魚の親も子も
,そ の脳 と心とは環境 に生得的な秩序
を求めていることを示唆 している。そのような望まし











けで,発 話領域 に当たる左口角下制筋 と右腕橈骨筋の
ベースラインの積分筋電位が,統 制群 よりも有意 に減
衰する(三 谷 ・李 ・木村 ・Rokeya,1999)。
Figure　2　大脳左半球と大脳右半球の 「神経一筋回路」は,
　　　　　 首部でク ロスしてい る。イライラした内言は,
　　　　　Figure　1から示唆されるよ うに大脳左半球 にあ
　　　　　 る。それが発話領域 を経 由してキツイ外言 とな
　　　　　 り,右 手による暴力へ と発展する。大脳右半球






妻,あ る兄弟姉妹 と別の兄弟姉妹,2人 の児童のうち









解 した。人は,何 らかの対象への意見,憧 れ,実 行へ









　 1)相手Bに 働きかけ,Xに 対する自己Aの 意見や
　　　態度 と一致させる。
　 2)Xに 対する自己Aの 意見や態度を相手Bの それ
　　 と一致させる。
　 3)相手Bに 対する態度 を変える。
　AXとBXとの"Xを めぐる意見 ・内言の相違"は,
麗 しかった家庭をいつの間にか"イ バラの家庭"へ と
変貌させていくのである。"X"をめ ぐる神経一筋回路
の興奮ス トレスは,内 言化されて夜 も昼も増長 してい
く。それらがAとBと の相互の態度に現れ,相 互に相
手のイメージとして自己の神経一筋回路 に住み着 く。
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　親 と子は,そ のイメージ ・記憶のリハーサルに苦し
められて敗れ,AとBで ある親子の麗しき関係が"キ
レル"の が(3)である。 このメカニズムが児童虐待の一
つの背景 として考察 される。"イバラの学校"の 場合に
おいても,同様のメカニズムが仮定 される。そのため














































リラクセーシ ョンを達成することを目指 した(異 常行
動研究会,1975)。
　 このようにWolpeの本来のSUDは100件法であったに
もかかわ らず,現 在の多 くの研究者は0か ら10の10件
法を使用 している。
7.情 動視 覚的 アナ ログ尺度 と リラックス尺度
　その後,Beck(1979)やBurns(1980)の認知療 法
(cognitive　therapy)では,　Yが 例 えば"痛 み"の 場
合,線 分 の左端 を ごくわず かな痛み を表す を"1%"
とし,右 端へ12cmを極度の痛み を表すを"100%"と し
た情動視 覚的アナ ログ尺度(visual　analogue　scale,
以下VASと 略す)を 開発 した。 しか し,10件法SUDが
一般的 にな ったよ うに,VASの 場 合 も0か ら10の10件
法が使用 されてい る。
　そ の他 に,状 態 ・特 性不 安尺度(STAI),　POMS,
リラックス尺度な どが使用 され てい る。 リラックス尺
度 としては,"問 題 の症状 に関す る不安状 態"が 極 限で
ある場合 を"10",皆無 となった場合 を"0"と して計
測す る10法が一般的であ るが,"問 題 の症状 に関する不
安状態"が 極限で ある場合 を"100",皆無 とな った場










　 しかしなが ら,人間の不安は特定"Y"の 症状のみ
にあるのではない。自覚されていない多 くの無意識的
















そ こで,予 め検査者が作成 したさまざまな心像群ない
しは観念群をクライエン トないしは健常者に呈示 し,

















　 「以下の観念"Z"を 想起(recall)しただ けで,そ
のス トレス度は上の基準か らすれば0～100の間で何 点
ですか」 と問 うた。
　 最初 に,"1m先 の1.5mのヘ ビを想像 した場合,ス
トレス度 は0,5,10,・ ・90,100などと点数 を付 ける
と何点 ですか"と 問 うた。公 開で納得 のい くまで練 習
した上で,1項 目5秒 単位で読み上 げ,記 入 を求 めた。
こ うして,"Y"の 症状 に無関係 な観念"Z"と しての
"1m先 の1.5mのヘ ビ"を 想起 しイメージす る ことを
ウエル ニ ッケ領野 に課 し,そ の刺 激 に対 する ブローカ
領野 との神経一筋ネ ッ トワークに惹起 され る内的行動 の
興奮度 ・ス トレス度 を自己評価する 「新SUD」 を研 究
開発 した。
　 具体 的には,誰 でも想わず笑 い を誘わ れ,心 理 的 に
無防備 になれ る 「ヘ ビな どの 自然現象 のイ メー ジ8項
目」,「ジェ ッ トコース ター の宙返 り像 な ど人工現象 の
イ メージ8項 目」 で前 半の想起観 念 を構成 し,無 意識
のうちに100件法による心的評価水準を学習させた。そ
の上で,後 半から 「職場や学校のイメージの6項 目」
とい う人間関係や社会生活上のス トレス観念を想起さ
せ,最 後に 「父 ・母 ・自分の不機嫌の思い出など家庭
の構成員のイメージ6項口」からなる合計28項口の"Y"
の症状 とは一見無関係な観念"Z"を 想起することに
よる内的行動のス トレス度 を自己評価 させた。 これに
より,症状 としては未だ顕在化していないが,状 況に
よっては情動的反応を喚起する可能性のある観念群に
対 しても,よ り客観的な,よ り相対的な自己認知への
道が開けて くると考えられる。
　以上の経緯により,筆者 らは,個 人の具体的な症状
Yとは無関係 に,Table　1の 「自然現象」8項 目,「人




　　　　　 「職場」,「家庭」の4ジ ャンル28項日よりなる新ディジタル100件法SUDアンケー ト。右下には新直観SUDを記入
　　　　　する欄も設けられている。






　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 主観的 障害単位 　　 　 　　 　　 　　 　 年　 　　月　 　　日
　 　　　　　 　　　　　 　　　　 〔subjective　un t　ofdisturbance〕　　 氏 名:





















1.父の 不機 嫌の思 い出




























































ゼは不安を引き起 こす状況で生 じる"と した。
























亡した。その日か ら,生 き残った多 くの人々が神経質
な興奮状態(excitation)を示すようになった。
　1908年,Jacobsonはハーバー ド大学大学院で実験心






張 して さま ざまな 身心 の障害 を起 こして い る人 々 を,
どうや って リラ ックス したタイ プの人 に変 えてい くか
とい う心理生理 学の研究 と臨床治療 に94年の生涯 をさ
さげた。神経質 にな った人々の心 を含 めて,そ の人の
神経系を安 らかにする方法を追及 した。そのためJacobson
は,緊 張 コン トロール(tention　control)とリラック
スの科 学の父 と呼ばれ ている。
　Jacobson(1929,1957,1965)の骨子 は,反 射 の結
合 か らして,
　(1)筋肉系 と協 力 しなければ,神 経 系は安 らぐこと
　　　 はで きない。
　(2)強度の筋 の弛緩 は,不 安の特 異的な効果 に対 し
　　　 て拮抗的 に働 く自律 神経 に効果 を伴 う。
　(3)神経一筋 の活動が減衰すれば,生 活体全体が休
　　　息 に入 るこ とがで きる。
　(4)特定の収縮(contraction)が無 くなれ ば,精 神
　　　 活動(mental　actiVities)は無 くな る。
　例 えば,ま ぶ た を1分 間きつ く閉 じてみ よ う。誰で
も眼球 全体 に固い もの,緊 張 した もの,つ ま りコン ト
ロール信 号(control　signals)をあ りあ りと感 じ取 る
こ とがで きる。
　 さあ1,2分 たった。車 のアクセ ルを放 した よ うに,
まぶ たの力 を抜 いて 目を リラックス させ よ う。 さっき
の緊 張(tension)とは 正反 対 の リラ クセ ー シ ョン
(relaxation)が,目の周 りに広が ってい く。それを2,
3分 味わ うこ とであ る。
　毎 日どこかの筋 肉で こうい うことを実行 してい くと,
次第 に全身 を弛緩 させ る ことがで きる。 これ が,カ ウ
ンセ リングをひ とまず横 に置 き,"心 か らで はな く,ま
ず身体 か ら入 る行動療 法"と してJacobsonがお よそ80
年 前 に出版 した493頁に及ぶ 「漸 進的 弛 緩法(PR:
progressive　relaxation;いわゆるリラクセーション)」
(1929)である。一般市 民のた めに,そ の具体 的方法
を述べた270頁の 「リラックスすることだ;(1934～1976)」
は42年間の長期 ベス トセ ラー となった。筋緊張 の客観
的測 定 にも努 力 し,ア ームチ ェアーにか けた被験 者 の
100万分 の1V(μV)オ ー ダ ー の 筋 電 図
(electromyogram:以下EMGと 略す)の 開発 と利用
に成 功 し,過 剰 に緊張 して さま ざまな身心 の障害 を起
こす ほ ど リラ ックス 出来 ていない人 々は,身 心 のエネ
ル ギーの無駄 な消耗が大 きい ことを示唆 した。運 動 の
想像 や視覚的 回想 とい う精 神活動 に伴 う神経 一筋 の状
態 を電気的 に計測 し(Jacobson,1930,1932),切断 さ
れた手足,す なわ ち幻肢を客観 的に追求 し(Jacobson,
1931b),発話筋 の計測 も試み た(Jacobson,1931　a)。
ルー ズベ ル ト大統領 とも交流 があ り,ア メ リカ海軍 は
第2次 世界大戦で このPRを 短縮 して応用 し,1943年ガ
ナルカナ ルの激戦 で 日本軍 を破 った。減塩 食の開発や
「リラ ックス出産」(1965)とい う業績 もある。
　Jacobson(1929,1934～1976)が最 も力を入 れてい
るPRは
　　 「手 ・腕」 によるPR
　　 「足 ・脚」 によるPR
　　 「目」 によるPR
　　 「ロ」に よるPR
　　 「首 」 によるPR
(いずれもベ ッ ドまたはアームチェアー による)で ある。
　 以上の よ うな経緯でJacobsonが人類 に残 した リラク
セ ーシ ョンの行動療法 としてのPRの正統 な後継者 はア
メ リ カ の 故Frank　Joseph　McGuiganであ る 。
McGuiganも精神 的活動 を内的行動 と して とらえ,そ
の電気的測定法の行動研究 のためJacobsonの実験室 を
月 に4回 ずつ何年 に もわた って訪 問 した。 同時 に,臨
床 家 と して リラクセ ーシ ョン法 の注意深 く親密な訓練
を受 け,そ の教師 として正式の認定 を受 けた。そ の間,
師のJacobson自身が人生の悲劇的事件 に見舞われ るの
も目撃 した。感情 は非常 に高ぶ ってい たが,自 分 自身
に処方 して,2週 間の問ベ ッ ドに入 って リラクセ ーシ ョ
ン法 を実行 して心臓 を守 るのであった(三 谷 ・森訳 「リ
ラックスの科学」訳 者ま えが き)。
McGuigan(1978,1981)の骨 子は,







　 (4)たいていの心 的過程は"目"と"発 話領域"の
　　　 筋 肉が緊張す る と生 じる と した。
　 (5)その結果,脳 への特定 の神 経一筋 回路 が活性化
　　　 し,次 にそれ がまた脳へ行 き,そ れ が また脳 か
　　　 ら返 って くる と した。
McGuigan(1981)が最 も力 を入 れて いるPRは
「腕部(arm　region)」によるPR　 　　　　　14日間
「脚部(leg　region)」に よるPR　 　 　 　 　20日間
「胴 体部(trunk　region)」に よるPR… ……10日間
「首部(neck　region)」によるPR　 　　　　　6日問
「目の部位(eye　region)」によるPR… ……12日間
「心像化(visualization)」に よるPR… ……9日 間
「発話領域(speech　region)」によるPR… …19日問
(いずれ もベ ッ ドまた はアームチ ェアー による)で あ
る。なお,JacobsonもMcGuiganも,舌の筋電位 を計
測 してい る。





した。す なわ ち,人 体 にある16の筋 肉群 の うち,「あ る
1群 の筋 肉を7秒 間緊張 させて リラ ックス し,次 の筋
肉を7秒 間緊張 させ て リラックスす る とい うよ うに,
次 々 とさまざまな筋 肉群 を動員す る ことを15分間続 け
る ことを1セ ッシ ョン とす る」方法 であ り,多 くの筋
肉をせ かせ か と動かす ためか,本 来 の漸進的弛緩 療法
(PR)の名称 も,な ぜか漸進的 「筋」弛緩療法(PMR:
progressive　muscle　relaxation)と世界的に変化した。
Mariah　SnyderとRuth　Lidquist編(1998)の「看護
に使 う28の補 助 的/代 替 的 療法 」 の1章 は,Mariah
Snyder自身が執筆 しているPMRが11頁にわ たって展開
され ていて,看 護の世界 でいか に重視 されて いるか を
物語 ってい る。
　 しか しなが らその過程で,現 代のPMRは,　Jacobson
やMcGuiganの着 目した神経一筋 回路 とい う考 え方 を
置 き去 りに して きている。す なわ ち,"リ ラクセ ーシ ョ
ン とは,筋 肉の リラクセ ー シ ョンであ る"と い う誤 っ
た短 絡的解 釈が一 般化 して きてい る。現 代 のPMRは,
Jacobson(1929)の(3)「神経一筋 の活動が減衰すれば,
生活体全体 が休息 に入 る ことができる」 とい う理論 も,
McGuiganの(1)「心 は神経 一筋 回路 の活性化 であ る」
とい う理論 か らも逸脱 した。7秒 単 位で次 々 とさま ざ
まな筋 肉群 が緊張 させ られ るPMRで は,神 経一筋回路
は安 らぐこ とは困難 となる。
　 そ のためか,PMRに よって慢性肺疾患(COPD)の
呼吸困難 と不安 を統制群 よりも低下 させた(Gift,　Moore
&Soeken,1992),睡眠 障害 を改 善 した(Borkovec,
Kaloupek,&Slama,1975)などの支持す る報 告が
多 い けれ ども,あ るい くつか の研究 による所 見で は,
PMRが効果 的であることを証明できなかった(Snyder
&Lindquist,1998)。わが国で も,群 馬大学 医学部の
小板橋喜 久代 ら(1997,1998)は,現在 のPMRを 病院
に導入 して,国 立大学初 の"リ ラクセー シ ョン外 来"
を新設 し,"がん"患 者の"睡 眠"問 題 に適用 してい る。

















　 Descartes(1641)の身 心 の 二 分 法(dichotomy
between　body　and　mind)に立脚すれば,　H-6,7,
8で 述 べ改革 して きてい るSUDsは,心 すな わち認 知
(cognition)に焦点をあてたアプ ローチである。一方,
皿一9,10,11に述べ改革 して きて い る系統 的脱 感作,
PM,　PMRな どの行動療 法は,行 動(behavior),すな
わ ち筋 肉,身 体 に焦 点 をあ て た ア プ ロー チ で あ る。
Jacobson,　McGuiganの開発 した本来 の 「PR」や,
1990年頃か ら医療 臨床 にお けるエ ビデ ンス(実 証)に
も とつ く実践(Evidence-Based　Practice)として
Wright,　Basco及びThase(2006)などによって世界
的 に ク ロー ズ ア ップ され て きて い る認 知 行 動 療 法
(CBT:cognitive　behavior　therapy)は,その両者
を統合 しよ うとす る試 みで あ る とす る こ とがで き る。
　 2007年9月,日本 心理学会第71回大会 シ ンポ ジウム
「認知行動療法 と実証(エ ビデンス)に もとつ く臨床一
ク ライエ ン トに とって真 に有効 な実践 は何 か?一 」 に
おいて,兵 庫教育大 学の市井雅 哉教授 は"医 療 臨床 の
領域か ら"話 題提供 した。市井(2007)による と,日
本で は,心 理職 は国家資格 がな く,提 供す るサ ー ビス
の保健点数 も低い。 そのた めに,経 営側 か患者側 に負
担がか かる。医師サ イ ドに心理 療法の効果 を納得 させ
る には強 固なエ ビデ ンスが必要 であ る。心 的外傷後 ス
トレス障害(PTSD)に ついては,各 国が心理療法 と薬
物療法を含めたガイ ドラインをすでに出していて,Shapiro
(1995,1999,2001市井監訳　2004「EMDR外傷記





Inhibitors)以上 に効果的である とい うエ ビデンスも示
され た。
　筆者 らは,CBTの 一つ として のEMDRは,す で にの
べたJacobson(1929)の「目」 によるPR,　McGuigan
(1981)の「目の部位 によるPR」の発展 に相 当す ると
考 えてい る。 また,120億個のニ ュウロンを擁 した大脳
皮質 にお ける各細胞 の機能的局在 と眼筋やPRやCBTの
執行命 令 を出力す るブローカ領野 との遠隔連合 か ら推
察す れば,特 定 の神経一筋 回路 を活性 化 させ て リラッ
クス させ るEMDRの 方がSSRIよりも効果的で あるエ ビ
デ ンス には説得 力が ある。
　CBTは,恐 怖症,パ ニ ック障害,　PTSD,強迫性 障害
な どを内的現実 として認 める。それ は,皿 で述べ た 内
的行動 としての内言 の想起 であ り,Jacobson(1929),
McGuigan(1978)への無意識裏 の復 帰で ある。患者
の悩み を聴 き,"内 的現実 としての認知の誤 り"を 自覚
させ る。それ らは選択的抽 象化,恣 意 的推論,過 剰的
一般 化,拡 大解釈 と過少評 価,自 己関連づ け,完 全主
義 的思 考(絶 対 的思考 または全か無 の法則)な ど 「自
動思 考」 を展 開す る傾 向があ る。 自己 ・世界 ・将来へ
の三 領域へ の否 定的思考 スタイル と否定的情動 を 自覚
させ る一方 で,手 ・前腕 ・上腕 ・肩 ・首 ・目 ・顔 ・胸 ・
背 ・腹 ・尻 ・腿 ・ふ くらはぎ ・足 ・つ ま先な どをい っ
たん緊張 させ ては リラ ックス させ ていき,そ の感触 を
100件法で評価 させ る。いわ ば,PMRを 利用 している。
そ の上で,各 活動 に対 して 自分が感 じた克服感 ・達成
感(m)と 快感 ・楽 しさ(p)の 度合 いを,毎 日1時間
ご とに0～10点 で評価 させ る。
13.「新PR」:一 つの筋 肉群に よる新PRを 確 立す る
　以 上の展望 か ら明 らかにな って くる よ うに,わ れわ
れ が目標 としている ことは,神 経一筋ネ ッ トワー クに着
目したJacobson(1929),　McGuigan(1981)の本来の
PRを想起 し,　BernsteinとBorkovec(1973)などの一




「骨格筋 の一部分 のみ を"い ったん100パー セ ン トの強
さで2分 問緊張 させ る"こ とによる リラクセ ーシ ョン
の獲 得」 と して法則化 した。
　本論文の場合 は,発 話領域 に よる新PRの 開発であ り,
そ の効 果 のエ ビデ ンス による証 明で あ る。 すなわ ち,
目 ・口 ・一方の足 ・一方の手 ・腹 部 ・首部 な どの骨格
筋の うち,1筋 肉群のみで新PRの1セ ッシ ョンを行 う。
第1回 は強度10096で全 身全霊 で2分 間当該筋 肉群 のみ
を緊張 させ,4,5分 の リラクセ ー シ ョンの後,第2
回は強度60%で2分 間,第3回 は強度30%で2分 間 と




(1981)が着 目した"心 に関す る神経一筋 回路 とい うと
らえ方"を 想起 し,新PRが 目指す生理的指標 は,左 前
頭部(Fp　1)と 右前頭部(Fp　2)の 積分筋電位:IEMG




(1973)流のPMR,つ ま り漸進 的 「筋」弛緩法 で前額
と前腕 の筋電位の減衰 を見出 していないが,三 谷 ・李 ・
木村 ・Rokeya　Begum(1999)は,左手 による新PRに
より"無 関連 な"Fp　1のIEMGの減衰を見出 している。
実行 した効 果器で ある左手か ら70cm離れ た無関連 な額
の筋緊張度 が2分 間で減衰 し美 しい表情 にな る。
　 従 って,PMRの ごと くに単 に末梢 の 「筋」 のみ では
な く,中 枢 の 「脳 」,ウエル ニ ッケ領野 と言語 出力部 の
ブ ローカ領 野間 のサブルーチ ンや 舌 ・口 ・喉な ど発話
にまつわ る 中枢神経 系で,人 間関係 に関する内言 が構
成 され るメカニズム を追及 する必要が ある(Figure　1
参照,Mitani,1993)。手を曲た り,し かめ面をした り,
口を開 けた りす る新PRの 場合 も,プ ロカ ーカ領野 の執
行命令が内言化 されていて,「筋」の研究のみでな く 「脳
神経」や 「認知」 の研 究 も必要 であ る。杉 田(2003)
は,手 や指 の大脳皮 質運動野 で 占め る面積 は著 し く大
きく,多 くのニ ュー ロンが芸術 活動や手作 業 に動員 さ
れ るた め,偉 大 な演 奏家は極 めて長寿 である こ とを指
摘 して いる。
新PRの 心理的指標
　 新PRの心理 的指標 としては,　Hの8の 新主観 的障害
単位:新SUD(Table　1)を使用する。 同時に,新SUD




　　　　　　　　 IV.実　 　 　験
一人間関係のス トレスに対する発話領域への新PRの適用一
　本論文 の 目的 は,"発 話領域の骨格筋のみ をい った ん
100パー セ ン ト緊張 させ る発話領域の新PR"に より,家
庭 の人間関係 のイ ライ ラ した 内言 を リセ ッ ト出来 るこ
とを証 明す る ことで ある。
14.方　 　法
　2005年8月19日放送大 学岡 山学習 セ ンターの男性10
名,女 性28名の受講者38名に新SUD(前)を 全28項目
で実施 した。平均年齢40.28歳であ り,20歳か ら70歳ま
で分布 して いた。
　翌 日に,Figure　5-bやFigure　5-fのよ うに して発話
領域 を2分 間全開する"口 の新PR"をRT　1はその強度
を10096,RT　2は60%,　RT　3は30%として(Figure　4
参照),38名に同時に実施 した。発話領域 の新PRの教示
に際 して は,第1筆 者がFigure　5-a,　b,　c,　d,　e,　f
を短時間で予め実演 し,「口 を前 開するFigure　b」を全
員 で10秒間練習 した上で本 実験 に入 った。





　 ル信号 を認め ることがで きる。
c.横 になっている姿勢の ときに,
　 笑 うときの よ うに唇 を分 けて
　 歯 を見せ よう。緊張 コン トロ
　 ール信号が,両 方 のほおに観
　 測 され る。
e。横 になった姿勢で 口を閉じて,
　 歯に舌を押しつけよう。読者ぽ
　 舌全体 にまんべんな くコン ト
　　ロール信号 を感 じることがで
　　きる。
b。横 になった姿勢のままで,両 あ ご
　　を開 けて下 さい。下あ ごと首の両








　 コン トロール信号を感 じること
　 がで きる。
Figure　5　a,　b,　c,　d,　e,　f発話領域の漸進的弛緩法の写真。
　 　　 　 McGuigan,　F.J.(1981)著三谷 ・森訳 「リラッ
　 　　 　 クスの科学 一毎 日のス トレスを効果的 に解放す
　 　　 　 る」(1988)より転載。
15.結　 　果
発話領域 の 「新PR」 の心理 的効果 について
　 発話領域の新PRの 前後で,【家庭 】,即ち家庭 の人間
関係の新SUDを 計測 した6項 目の平均 は,　Figure　6に
示す よ うに実施前 のベ ース ライ ンの53.46から,45.
37へと一8.11有 意 に減衰 した(t=6.625,df=37,
p<.001)。なお,28項目の全体平均SUD(前)は55.76
で あった。
　 なお,個 々の家族構成員 である父,母,子,妻,夫,




　　　　　 嫌の思い出"に 関す る新SUDの減衰。





















チ ・カ リ ・カク"な ど音が します。それに頭痛 と肩 こ
りと疲れやすさを伴い,う っとうしい毎 日です。あま





　　　　　体験にもとつ く描画 と内観報告(三 谷,1993b;
　　　　　その他より)。
A　 緊張時:「ベ ットにのめり込んでい く」ようだった。前
　　　　　　腕,下 肢の正面側がしびれ,じ んじんとした。
　　弛緩時:「起き上がれない と思 うほどだるくて,体 が重
　　　　　　くなって,足,腕 がついているのかと思 うほど




マ イケル ・ジ ョーダ ンの 「舌」 出 しプ レーにつ いて
　アメリカのバスケ トボールの名選手のMichael　Jordan




　　　　　鎖乳突筋」を全身全霊で100パー セ ン トの強度で
　　　　　 2分間緊張させて口を全開することが重要である。
舌 を突き出すNZの バ カについて
　ニ ュー ジーラン ドの1,000前か らの先住民であ るマオ
リ族(maori　people)によって戦闘 に挑む前 に行 う戦
争 ダンス(War　dance)を中心 とす るバカ(HAKA)
として保持 されて きて いる誇 り高 きグル ープに よるパ
フォー マ ンスが ある。彼 らの 真の魂 の メ ッセ ー ジを,
言葉 と身体 を通 しての表現 で伝 える最高の方法 であ る
(Armstrong,1964;Karetu,1993)。
　HAKAで 歌われ る言葉は,大 きな声 で叫ぶ よ うに発
声 され る。 同時に,手 ・足 ・腕 ・体 ・「声 」・「舌」・目
とい う身体 の道具 を使 い,脅 迫 的 ・威嚇 的に行われる。
挑戦,歓 迎,歓 喜,反 攻,軽 蔑,侮 辱 の言葉 を使 用 し
て行われ る。HAKAは,規 律が守 られ ているが感情的
で もあ り,情 熱,精 神力,マ オ リとしてのアイデンテ ィ
テ ィーを強 く訴 えるものがある。HAKAに 必須な もの
として体 を通 しての表現 であ る舌 を突 き出す:男 性の
み(Whetero),目を見開 く(Pukana),　Ngangahu
(Pukanaと似 てい る:両 性 による),目 をつ ぶ る:女
性 のみ(Potete)がある。 これ らの体を通 しての表現
には,HAKAに 歌 われてい る言葉 に意 味や 気持ち を持
たせる ように行われ る。Figure　10は,　N　Z北 島の都 市
Aucklandの戦争記念館1階 にマオ リ族 の伝統 と文化 と
して展示 されてい る もので ある。
Figure　10　NZのマオ リ族の"舌 を突き出すバカ"の 巨大




の発話領域 によるPR,本 論文の口 の新PRの類似性には
著 しい ものがあ る。舌 を突 き出すバ カの場 合 も,ラ グ
ビー な どの現代 の戦 闘 に挑 む前 に行わ れて い るのは,
相手 チー ム に対 す る脅 迫 ・威 嚇 のた め とい うよ りも,
試合 に際 しての緊張 の リラクセ ー シ ョンのためで もあ
る とも理解 され る。戦 闘か ら逃 げ去 る場合 にも,相 手
のため ではな く,自 己のた めに必ず実施 されてい たも
の と思 わ れ る が,専 門 的 検 討 を 必 要 と し て い る
(Armstrong,1964)。
"X"の レベルの 国民 的止揚 について
　 1-5で 検討 した よ うに"2者 関係 は3者 関係 であ
る"。Figure　5のNewcomb(1953)の「A-B-Xシ
ステム」 としての家庭 や学校 にお ける人 間関係 におい
て,こ の3つ の解 決法 は現 実の状 況 では困難 を伴 う。
3)は,家 庭 崩壊の道であ り,人 間関係の破綻で ある。
そ こで
4)状 況(situation)の変化 を待 つ。
を加 え るこ とがで きる。 その間 に,自 然 に1)な い し
2)が 成 立す る可能 性 もあ る。ま た,観 念"X"は,
自己に とって は重要で あって も,相 手 にとっては何の
重要性 もない場 合 もある。 この よ うに,観 念"X"の
レベ ルの高 さ,価 値,意 味の重 さ,気 高 さの要 因が考
察 されねば な らない。
夏 目漱 石の苦悩
　夏 目漱石 は 「行人」(昭和4年,1929)の 中で,一 郎
とお直の夫婦 関係 をバ ック に,兄 と弟 との会話 を次の
よ うに展開 してい る。
　 「人か ら人へ掛け渡す橋 はない」Keine　Brucke　fuhrt
von　Mensch　zu　Mensch.
　 「孤独なるもの よ,汝 はわが住居な り」Einsamekeit,
du　meine　Heimat　Einsamekeit!
　 「親 しい といふ の は,だ だ仲が好 い と云 う意 味で は
あ りませ ん。和 して納 まるべ き特性 を どこか相 互 に分
担 して前 に進 める とい う積 も りな のです」
　 「人 間固有 の孤独 か らの救 い を,い か な る人 にも,
物 に も求め ない こと…」
マル チ ン ・ブーバ ーの我 と汝
　Martin　Buberは「lch　und　Du.1923(野口啓祐訳:
孤独 と愛一我 と汝の 問題;1958)」の 中でlch[我・わ
れ ・私]とDu[父 ・母 ・妻 ・夫 ・子 ・兄弟姉妹 ・友人 ・
教師]の 人 間関係 を無 限に延長す れば,"わ れ"は[神
の似姿(imago　Dei)・永遠の汝]に 出会 うとしてい る。
"高貴な るΩ(オ メガ ー)"の 登 場
　そ の後 の漱石 は,「道草」(昭和4年,1929)で[則天
去私]に到達 した。漱石 とブーバ ーに共通する解決策は,
人 の力を越 えた"高 貴 なる Ω"へ 向けて門学修 行 に常
に心 して,Figure　3のXを 巡 る現 実の人 間の醜 き意見
の相違 を内包 したま ま,自 己 に課せ られた天 か らの使
命(calling,　der　Beruf)を心 に秘めて,醜 きこの世 を
生 き切 るこ とであ る。
　人 間関係 を構成 す る各成 員の魂へ の高貴な る"Ω"
の登場 によ り,"X"や"Y"の 心理的ポテ ンシャル は
お のず と下降す るこ とにな る。 このこ とを,新SUDと
新PRを 伴ったCBTの各 自の 目標 とす ることが大切で あ
ろ う。
"直観 新SUD"の 開発へ
　新SUDの 信頼性 と妥 当性 が確 認 された として も,現
実 の医療現場や 学校現場 において は,ア ンケ ー トす る
時 間がない のが現 状で ある。身心 の二分法 を想起 し
"今の身体 と心 とを統合 した直観的 なス トレス度 は何
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